
 

 

ＪＥＮＥＳＹＳ２０１５ 韓国青年訪問団（高校生）１・２・３団 

 

１．プログラム概要 

「JENESYS2015」の一環として、在韓国日本大使館で選抜された発信力のある高校生 108

名が、テーマ「日本の魅力を感じる」のもと、東京都内をはじめ、日本各地（1 団：大

分県、2 団：愛媛県、3 団：広島県、全団：兵庫県・大阪府・京都府）を訪れ、ホーム

ステイ、学校訪問、文化体験などのプログラムを通して対日理解を深め、日本の魅力を

発信しました。（2月 16 日～2月 25 日） 

 

 

２．日程    

2/16（火） 到着（羽田空港） 

 

2/17（水） 【講義】クールジャパン機構の投資戦略、歓迎昼食会（全団） 

【視察】東京タワー（1団）、パナソニックセンター（2団） 

【文化体験】着物体験（3団） 

 

2/18（木） 【学校交流】郁文館夢学園郁文館高等学校（1・2団） 

【視察】パナソニックセンター（1・3団） 

【文化体験】能楽体験（2・3団） 

 

2/19（金） 【視察】大分県へ移動、別府地獄めぐり、竹細工伝統産業会館（1団） 

【視察】愛媛県へ移動、井関松山製造所、道後温泉街（2 団） 

      【学校交流】東京都立三鷹中等教育学校（3団） 

【視察】三鷹の森ジブリ美術館（3 団） 

【文化体験】竹細工つくり体験（1 団）、和風旅館体験（1・2団） 

 

2/20（土） 【視察】宇佐神宮（1団）、松山城（2団） 

【交流】大分県豊後高田市へ移動・ホームステイ（1 団）、愛媛県松山市 

にてホームステイ（2 団）、広島県江田島市へ移動・ホームステイ（3 団） 

 

2/21（日） 【交流】ホームステイ 

 

2/22（月） 【学校交流】大分県立高田高校（1 団）、愛媛大学（2 団）、広島県立大柿 

高等学校（3 団） 

 

2/23（火） 【視察】姫路城、アサヒ飲料明石工場（1・2 団）、広島平和記念公園・資

料館（韓国人原爆犠牲者慰霊碑含）、宮島・厳島神社（3団） 
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【文化体験】金箔押し体験（1・2団）、お好み焼き作り体験（3団） 

 

2/24（水） 【視察】清水寺（1・2団）、姫路城（3団） 

【文化体験】着物体験（1・2団）、和菓子体験（1団）、茶道体験（2 団） 

成果報告会 

 

2/25（木）  帰国（関西国際空港） 

 

 

３．ＪＥＮＥＳＹＳ2015 韓国青年訪問団（高校生）第 1･2･3 団プログラム記録写真  

韓国 テーマ：日本の魅力を感じる 訪問団の記録 

  
2 月 17 日 講義「クールジャパン機構の投

資戦略について（港区） 

2 月 17 日 パナソニックセンター見学（江

東区） 

2월 17일 강의 쿨 재팬기구의 투자전략 

(미나토구) 
2월 17일 Panasonic센터 견학 (고토구) 

  

2月 17日 着物体験（中央区） 
2月 18日 学校法人郁文館夢学園 郁文館

高等学校訪問（文京区） 

2월 17일 기모노 체험 (추오구) 
2월 18일 학교법인 이쿠분칸유메가쿠엔 

이쿠분칸 고등학교 방문 (분교구) 
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2月 18日 能楽体験（文京区） 
2月 19日 竹細工つくり体験 

（大分県別府市） 

2월 18일 노가쿠 체험 (분교구) 
2월 19일 죽세공 만들기 체험  

(오이타현 벳푸시) 

  
2月 19日 井関松山製造所訪問視察 

（愛媛県松山市） 

2月 19日 東京都立三鷹中等教育学校 

（東京都三鷹市） 

2월 19일이세키마츠야마제조소 방문 시찰  

(에히메현 마츠야마시) 

2월 19일 도쿄도립 미타카중등교육학교 

방문 (도쿄도 미타카시) 

  

2月 20日 宇佐神宮見学（大分県宇佐市） 2月 20日 松山城見学（愛媛県松山市） 

2월 20일 우사신궁 견학 

 (오이타현 우사시) 

2월 20일 마츠야마성 

 (에히메현 마츠야마시) 
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2月 20日 ホームステイ・地方の魅力に関す

る講義（愛媛県松山市） 

2月 22日 ホームステイ・離島式 

（広島県江田島市） 

2월 20일 홈스테이・지방의 매력에 관한 

강의  (에히메현 마츠야마시) 

2월 22일 홈스테이 이도식 

 (히로시마현 에타지마시) 

  
2月 22日 ホスト宅から再集合・離村式 

（大分県豊後高田市） 

2月 22日 大分県立高田高校訪問 

（大分県豊後高田市） 

2월 20일 호스트 집에서 재집합 · 

해단식  (오이타현 분고타카다시) 

2월 20일 오이타현립 타카다 고등학교 

방문  (오이타현 분고타카다시) 

  

2月 22日 愛媛大学訪問（愛媛県松山市） 
2月 20日 広島県立大柿高等学校訪問 

（広島県江田島市） 

2월 22일 에히메대학교 방문   

(에히메현 마츠야마시) 

2월 22일 히로시마현립 오오가키 

고등학교 방문  (히로시마현 에타지마시) 
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2月 23日 姫路城見学（兵庫県姫路市） 
2月 23日 広島平和記念資料館 見学 

（広島県広島市） 

2월 23일 히메지성 견학 

 (효고현 히메지시) 

2월23일 히로시마 평화기념자료관 견학 

(히로시마현 히로시마시) 

  

2月 23日 平和記念公園内韓国人原爆 

犠牲者慰霊碑見学（広島県広島市） 

2月 23日 アサヒ飲料明石工場訪問見学 

（兵庫県明石市） 

2월23일 평화기념공원 내 한국인원폭희행자 

위령비 견학 (히로시마현 히로시마시) 

2월 23일아사히음료 공장 방문 견학 

 (효고현 아카시시) 

  

2月 23日 金箔押し体験（兵庫県姫路市） 
2月 23日 お好み焼き作り体験 

（広島県広島市） 

2월 23일 황금 금박 체험  

(효고현 히메지시) 

2월 23일 오코노미야키 체험 

(히로시마현 히로시마시) 
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2月 23日 清水寺見学（京都府京都市） 2月 23日 着物体験（京都府京都市） 

2월 23일 키요미즈데라 견학  

(교토부 교토시) 
2월 23일 기모노 체험 (교토부 교토시) 

  
2月 23日 和菓子体験（京都府京都市） 2月 23日 茶道体験（京都府京都市） 

2월 23일 와가시 만들기 체험 견학  

(교토부 교토시) 
2월 23일 일본 다도 체험 (교토부 교토시) 

 

４．参加者の感想   

◆ 韓国 高校生  

青少年がお互いの文化について理解し合うことは、日韓の友好的な関係を築くうえで、初め

の 1歩になると感じた。9泊 10日間のプログラムは、本当に有意義でたくさんの体験等を通し

て日本文化を知ることができて本当に良かった。次の訪問団にも参加したい！ 

 

◆ 韓国 高校生  

初めて日本に来ました。これまで写真で見たり、周囲から聞いたりした日本と本当に同じなの

かドキドキしていたのですが、日本に到着して初めて道を歩いた時、本当にゴミがなかったこ

とに驚き、改めて日本の国民性を感じました。学校での交流、ホームステイは、本当に短い

時間だっただけに貴重な体験になりました。これからもずっと連絡を取り続けていきたいと思

います。日本の初印象がとても良すぎて、機会があればまた来たいです。 

 

◆ 韓国 高校生  

今回の日本訪問プログラムを通して日本でどのようなものが注目されているのか体験し、学

ぶことができました。これまで教科書やメディアで見てきた日本とは様子が違うなという気が

しました。また、普通の旅行では経験できない学校訪問とホームステイ体験では、日本の日
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常生活を直接見たり、体験したりしながら日本文化では韓国の礼儀とどのような点が違うの

か気を付けてみてみました。その中で、日本では全ての行動が周囲に気を遣いながら行わ

れているため少し窮屈でしたが、自分とは違う文化を敬うことを学びました。さらに、韓国の隣

の国日本で生活しながら、韓国と多くの点が似ている日本からどのようなことを学んだら良い

のか、じっくり考える良い時間になりました。多くの場所を巡り、体験したおかげで、次に自分

が日本に来るときには、どこでどんなことをしたらよいか計画を練るためにも意味のある訪問

でした。 

 

◆ 韓国 高校生 

有意義なプログラムが沢山あり楽しかった。特に学校訪問とホームステイを通じて、日本の

人達と直接交流する事ができたおかげで、日本に対する興味がよりわいた。これからは今ま

で以上に日本語を勉強し、必ずもう一度日本に来たいと思う。 

 

◆ 韓国 高校生 

このようなプログラムがあるという事を周囲の人達に教えたい。また韓日関係を肯定的にとら

える事に関し、影響力のあるプログラムだと思った。 

 

◆ 韓国 高校生 

日本について韓国では学ぶ事の出来ない部分まで知る事ができて良かったし、ホームステイ

や学校訪問を通じて出会った沢山の（日本の）人々と、今後も交流を続けていきたい。また、

一つひとつのプログラムが面白く、日本に対してより親近感を感じる事ができた。 

 

◆ 韓国 高校生  

初めての日本訪問で、文化や考え方などが全く違うかと思っていたが、ホームステイで出会

った人たちの心の温かさや、広島平和記念資料館の展示でみた、原爆の惨状の中でも必死

に子を守ろうとした母親の愛情の深さは、国に関係なく一緒であると確信した。 

 

◆ 韓国 高校生  

訪日プログラムの中で、着物を着て街を歩いたことが印象的であった。帯の結び方や仕草な

どに表れる細やかな心遣いなどをとても新鮮に感じた。 

 

◆ 韓国 高校生  

日本文化を直接体験することができて良かった。特にホームステイをして畳の部屋とこたつ

を利用して韓国と違う日本文化の魅力を感じることができた。お風呂と食事の文化も似てい

ながらも違う点が多く、魅力を感じられた。 

 

◆ 韓国 高校生  

日本の方と直接お会いしたのですが、日本語ができずに自分の言いたいことを表すのに苦

労したので、日本語に対する葛藤が生まれました。高校の専攻は日本語ではありませんが、

帰国したら教養科目を日本語に変えようかと思っています。今回の訪問を機に自分の中で変

化が生まれました。 
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５．参加者の発信内容   

  

  

  

ほか多数あり。 
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